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群星沖縄総合事務局 広報誌／第382号

①平成31年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を目指し、3,010億円を計上

②首里城公園（御内原エリアなど）平成31年2月1日新規開園！

3月4月号2019

平成30年2月1日以降、小型船舶の船室外の甲板上では、
原則、すべての乗船者にライフジャケットを着用させることが、
船長の義務になります！ ［平成34年2月1日以降、違反点が付されます。］

写真提供：（公財）海技資格協力センター
2017 ミス日本「海の日」 三上 優

国土交通省・水産庁・海上保安庁・警察庁 詳しくはホームページへ
（発行　国土交通省海事局安全政策課） http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_fr6_000018.html

27％
生 60％

生73％
死

40％
死

非着用非着用 着用着用

ライフジャケットが命を守るライフジャケットが命を守る

船長の義務です！船長の義務です！

ライフジャケットの種類ライフジャケットの種類

適用除外等の対象例適用除外等の対象例

違反すると処分あり違反すると処分あり

適用除外等の対象とするためには様々な要件があります。詳しくはホームページを確認ください。適用除外等の対象とするためには様々な要件があります。詳しくはホームページを確認ください。
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沖
縄
は
、
成
長
が
著
し
い
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
地

理
的
特
性
や
全
国
一
高
い
出
生
率
な
ど
、
大
き
な
優
位
性
と
潜
在
力
を
有
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
、
日
本
経
済
再
生
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
、
国
家

戦
略
と
し
て
沖
縄
振
興
策
を
総
合
的
・
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

表
紙
写
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内閣府だより

な か ゆ く い

特 　 集

群 星（ む り ぶ し ）と は 、沖 縄 の 方 言 で「 昴（ す ば る ぼ し ）」の こ と で
「 ぶ り ぶ し 」、「 む る ぶ し 」と も 呼 ば れ ま す 。本誌のタイトルについて

Mar - Apr
382

5

7

8

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1

むりぶし

　
つ
つ
じ
は
、
濃
い
ピ
ン
ク
、

薄
い
ピ
ン
ク
、
赤
や
白
と
い
っ

た
様
々
な
色
の
花
を
咲
か
せ

る
、
桜
と
と
も
に
春
の
花
の
代

表
と
も
言
え
る
花
木
で
す
。

　
つ
つ
じ
の
咲
く
こ
ろ
に
な
る

と
、
全
国
の
色
々
な
場
所
で
つ

つ
じ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
本
島
北
部
に
あ
る
東
村

に
お
い
て
も
、
毎
年
開
花
時
期

に
あ
わ
せ
て
「
東
村
つ
つ
じ
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
、
3
月
上
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
色
と
り

ど
り
の
つ
つ
じ
を
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
開
催
期
間

平
成
31
年
3
月
1
日
～
3
月
24

日
）。

　
機
会
が
あ
れ
ば
、
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

つ
つ
じ

沖縄県における防犯機器車載タクシー（タクパト）の導入について

管内経済情勢報告（平成31年1月）

子どもの貧困などの社会的課題に「成果連動型事業」を通じて官民連携で取り組む

宮古島市と国有地売買契約を締結

財務省職員が大学生に日本の財政について解説

第29回沖縄地域融資動向に関する情報交換会を開催しました

沖縄県貿易協会×ICLTコラボセミナー

沖縄スポーツ・ヘルスケア産業クラスター推進協議会

働き方改革・生産性向上推進運動だより

おきなわ花と食のフェスティバル２０１９

農業の持続可能性を確保するための取組である
ＧＡＰを正しく知ってもらい、普及につなげよう！

船員の特定最低賃金が改正されます

安心・安全な貸切バスの運行の実現に向けて

運輸安全マネジメントセミナーを開催しました

白タク・白バス防止キャンペーンを実施しました

琉球泡盛テロワールプロジェクト

東京都市大学付属中学校硬式野球部が伊江島にやってきた！

平成31年度沖縄振興予算（案）

首里城公園(御内原エリアなど)平成31年2月1日新規開園！

　
港
湾
整
備
の
主
要
事
業

●
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
の
改
善

①
石
垣
港

整
備
内
容：岸
壁（
-10
ｍ
）泊
地（
-10
ｍ
）、

　
　
　
　

防
波
堤
な
ど

事
業
主
体：沖
縄
総
合
事
務
局
、石
垣
市

②
平
良
港

整
備
内
容：岸
壁（
-10
ｍ
）泊
地（
-10
ｍ
）、

　
　
　
　

臨
港
道
路
な
ど

事
業
主
体：沖
縄
総
合
事
務
局
、
宮
古
島
市

平成３１年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を

目指し、3,010 億円を計上

公
共
事
業
関
係
経
費
等

　

沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア
を

結
ぶ
物
流
の
発
展
、
県
民
の
暮
ら
し

の
向
上
を
支
え
る
道
路
や
港
湾
、
空

港
、
農
林
水
産
振
興
の
た
め
に
必
要

な
生
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資
本
の
整

備
と
と
も
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

や
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
を

実
施
す
る
た
め
、
国
直
轄
事
業
及
び

地
方
公
共
団
体
な
ど
へ
の
補
助
事
業
に

係
る
一
四
二
〇
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
道
路
整
備
の
主
要
事
業

●
名
護
東
道
路
（
一
般
国
道
58
号
）

事
業
区
間
：
名
護
市
伊
差
川

～
名
護
市
数
久
田

延　
　
長
：
六・八
㎞

車
線
数
：
２
／
４

事
業
主
体
：
沖
縄
総
合
事
務
局

世冨慶ＩＣ暫定形完成イメージ

石垣港（新港地区）旅客船ターミナル完成イメージ

岸壁(-12m) 410m計画

岸壁(-10m) 340m整備中
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沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）

　
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
を
行

い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
拠
点
と
な

る
た
め
、
新
た
な
研
究
棟
の
建
設
や
新

規
教
員
の
採
用
な
ど
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
規
模

拡
充
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
な
ど
を
核
と
し
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成

の
推
進
を
図
る
た
め
、一
九
六
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
い

て
、
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同
附
属
病

院
の
移
設
を
中
心
と
す
る
、
国
際
性
・

離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
た
、
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め

五
九
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

北
部
振
興
事
業（
非
公
共
）

　

県
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
た

め
、
北
部
地
域
の

連
携
促
進
と
自
立

的
発
展
の
条
件
整

備
と
し
て
、
産
業

振
興
や
定
住
条
件

の
整
備
な
ど
を
行

う
た
め
三
五
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

　
沖
縄
へ
の
企
業
誘
致
、
国
際
物
流
拠

点
を
活
用
し
た
先
進
的
な
も
の
づ
く
り

産
業
な
ど
の
創
出
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
産
業
人
材
の
育
成
な
ど
を
通
じ

た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た

め
、
一
三
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

　
沖
縄
の
将
来
を
担
う
子
供
達
が
直
面

す
る
深
刻
な
貧
困
に
関
す
る
状
況
に
緊

急
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
員
の
配
置

や
居
場
所
づ
く
り
を
集
中
的
に
実
施
す

る
た
め
、一
三
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　

厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的
条
件
に

置
か
れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村

の
先
導
的
な
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、

一
二
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

　
製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

新
た
な
操
業
体
制
に
対
応
す
る
た
め
、

人
材
確
保
対
策
、
市
町
村
に
よ
る
季

節
工
の
宿
舎
整
備
な
ど
を
支
援
し
、
沖

縄
製
糖
業
の
体
制
強
化
を
推
進
す
る
た

め
、
一
二
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推
進

　
市
町
村
の
跡
地
利
用
の
取
組
を
支
援

す
る
な
ど
、
駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用

の
推
進
を
図
る
た
め
、
三
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

沖
縄
観
光
防
災
力
強
化
支
援
事
業

　
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
沖
縄
に
お
い
て
、

大
規
模
災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
観
光
避
難

民
へ
の
市
町
村
な
ど
の
対
応
を
支
援
す
る

た
め
、
一
〇
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

　
ソ
フ
ト
交
付
金
を
補
完
し
、
特
に
沖

縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す
る
事
業
で
あ
っ

て
、
機
動
性
を
も
っ
て
迅
速
・
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
市
町
村
な
ど
の
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、三
〇
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
事
業

　

東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
沖
縄

の
優
位
性
・
潜
在
力
を
活
か
し
た
観
光

客
の
受
入
体
制
の
強
化
や
国
際
物
流
拠

点
の
形
成
な
ど
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年

三
月
末
の
供
用
開
始
に
向
け
て
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

沖
縄
振
興一括
交
付
金

　

沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か

つ
効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、

沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業
を
県
が
自
主

的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実
施
で
き
る一括

交
付
金
と
し
て
、一〇
九
三
億
円
（
ソ
フ

ト
交
付
金
五
六一億
円
・
ハ
ー
ド
交
付
金

五
三
二
億
円
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

●
宮
古
伊
良
部
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

事
業
開
始
：
平
成
二
一
年
度

主
な
施
設
：
地
下
ダ
ム
新
設
二
ヶ
所
、
貯

水
池
新
設
一
ヶ
所
、
揚
水
機

場
新
設
六
ヶ
所
、
用
水
路
新

設
五
五
㎞

●
石
垣
島
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

事
業
開
始
：
平
成
二
六
年
度

主
な
施
設
：
ダ
ム
改
修
五
ヶ
所
、
頭
首
工

改
修
三
ヶ
所
、
揚
水
機
場
新

設
・
改
修
六
ヶ
所
、
用
水
路

新
設
・
改
修
一
〇
五
㎞

●
宮
古
地
区（
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
）

事
業
開
始
：
平
成
二
九
年
度

主
な
施
設
：
用
水
路
改
修
六・四
㎞

　

那覇空港新滑走路完成イメージ

宮古吐水槽

石垣島底原ダム

ICTを活用した町営塾（与那国町）沖縄都市モノレールの延伸

地下ダム止水壁の施工状況

第5研究棟（完成イメージ）

現在の琉球大学医学部及び同附属病院

植物コンテナ整備事業（南大東村） 子供達に対する取組の様子

東部周遊拠点施設整備事業（国頭村）完成イメージ
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首里城公園 (御内原エリアなど )
平成 31年 2月 1日新規開園！

　国営沖縄記念公園 ( 首里城地区 ) は、平成 4 年度に正殿などの開園を行い、その後、
復元施設の整備とともに順次、開園エリアを拡大してきました。復元整備事業の経緯を
表− 1 に示します。今回、平成 31 年 2 月 1 日の御内原エリアなど、面積約 1.1ha の開
園により、首里城の復元整備はひとつの区切りを迎えます。
※御内原 ( おうちばら ) とは…国王とその家族、女官達が生活した男子禁制の ｢生活・儀礼空間｣

[ 美福門 ( びふくもん )]
内郭に建てられた門で、継世門 ( けいせいもん ) が
建てられる前までは、美福門が首里城の正門であっ
たとする説があります。

[ 後之御庭 ( くしのうなー )]
後之御庭は首里城正殿前の広間 ( 御庭 ) に対して、
後ろの広場という意味です。往時の後之御庭は、
正殿裏での祭祀・儀礼のための広場及び生活の場
であったと考えられています。

[ 東のアザナ ( あがりのあざな )]
城郭の東側に築かれた物見台です。場内で最も高
く、往時は城下に時を知らせる役割もありました。

[ 世誇殿 ( よほこりでん )]
平常は王女の居室として使われていました。また、
国王が死去した際に世子を新しい国王とするため
の即位の儀式を行う特別な建物でもありました。

東のアザナ

後之御庭

世誇殿 美福門

正 殿

※平成31年度内閣府沖縄担当部局予算（案）については、以下の内閣府ホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html

内閣府 沖縄担当部局の予算

（単位：百万円、％）

事    項 平成 31 年度予算（案） 前年度予算額
対前年度比

増△減額 比率
１ 公共事業関係費等 142,045 142,017 28 100.0

(1) 公共事業関係費 134,049 134,021 28 100.0
(2) 沖縄教育振興事業費 7,996 7,996 0 100.0

２ 沖縄振興交付金事業推進費 109,333 118,780 △ 9,447 92.0
(1) 沖縄振興特別推進交付金 56,116 60,840 △ 4,724 92.2
(2) 沖縄振興公共投資交付金 53,217 57,940 △ 4,723 91.8

３ 沖縄科学技術大学院大学学園関連経費 19,622 20,307 △ 685 96.6
(1) 沖縄科学技術大学院大学学園運営費 17,507 15,638 1,870 112.0
(2) 沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費 2,115 4,669 △ 2,555 45.3

4 沖縄健康医療拠点整備経費 5,882 305 5,577 1,928.5
5 沖縄北部連携促進特別振興事業費 3,450 2,572 878 134.1
6 沖縄産業イノベーション創出事業費 1,342 1,366 △ 23 98.3

(1) 沖縄国際物流拠点活用推進事業費 939 939 0 100.1
(2) 沖縄型産業中核人材育成事業費 333 367 △ 34 90.8
(3) 沖縄力発見創造事業費 70 60 10 116.7

7 沖縄子供の貧困緊急対策経費 1,309 1,202 106 108.8
8 沖縄離島活性化推進事業費 1,200 1,153 47 104.1
9 沖縄製糖業体制強化対策事業 1,173 244 929 480.7
10 沖縄観光防災力強化支援事業費 950 0 950 ( 皆増 )
11 沖縄・地域安全パトロール事業費 868 868 0 100.0
12 沖縄の人材育成事業 272 210 62 129.7
13 駐留軍用地跡地利用推進経費 255 1,255 △ 1,000 20.3
14 交通環境創造事業推進調査費 125 0 125 ( 皆増 )
15 沖縄酒類製造業の自立的経営促進事業 112 33 79 337.7
16 鉄軌道等導入課題詳細調査 100 100 0 100.0
17 戦後処理経費 3,083 3,140 △ 57 98.2

(1) 不発弾等対策経費 2,961 2,962 △ 1 100.0
(2) 対馬丸遭難学童遺族給付経費 3 3 0 100.0
(3) 対馬丸平和祈念事業経費 21 21 0 99.9
(4) 位置境界明確化経費 9 9 0 101.4
(5) 沖縄戦関係資料閲覧室事業経費 8 13 △ 5 58.5
(6) 所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査 82 132 △ 51 61.7

18 沖縄振興開発金融公庫経費 895 895 0 100.0
(1) 沖縄振興開発金融公庫補給金 495 595 △ 100 83.2
(2) 沖縄振興開発金融公庫出資金 400 300 100 133.3

19 沖縄振興推進調査費 50 62 △ 12 81.0
20 交通モード多様化事業推進調査費 10 50 △ 40 20.0
21 交通環境イノベーション事業推進調査費 0 300 △ 300 ( 皆減 )
22 沖縄振興特定事業推進費 3,000 0 3,000 ( 皆増 )
23 その他の経費 5,956 6,174 △ 218 96.5

合　　計 301,034 301,034 0 100.0
※四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

平成31年度内閣府沖縄担当部局予算（案）
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NO.1
開園記念式典
（平成31年 1月 27日）

沖縄県の観光をリード

現在、首里城公園は、年間約２８０万人が訪れる
沖縄観光の重要な拠点となっています。御内原な
どエリアの新規開園は、沖縄観光振興の追い風と
なることが期待されています。

　平成 31 年 1 月 27 日（日）に、宮腰内閣府特命
担当大臣（沖縄及び北方対策）及び議員、整備事
業に携わった工事関係者など、約２００名が参列
するなか、後之御庭において晴やかに記念式典が
執り行われました。

多くのメディアに
取り上げられました！

年度
事項

和暦 西暦

昭和 61 1986

沖縄県が「首里城公園整備計画調査」
を策定。
国営公園区域について「国営沖縄記念
公園首里地区（仮称）」として事業着手。
首里城公園 (17.8ha）が都市計画決定
される。

平成元 1989 首里城正殿建築工事に事業着手。

平成 4 1992

首里城地区一部開園（供用面積 1.7ha）。

正殿、瑞泉門、漏刻門、広福門が完成。

奉神門、南殿・番所、北殿、御庭が完成。

平成 9 1997
歓会門、久慶門内側周辺供用 (0.1ha 追加）。

首里森御嶽完成。

平成 10 1998 継世門完成。

平成 11 1999

白銀門完成。

二階御殿完成。系図座・用物座完成。

供屋（万国津梁の鐘）完成。日影台完成。

平成 12 2000 右掖門完成。

平成 15 2003 京の内供用（0.7ha 追加）。

平成 18 2006 書院・鎖之間供用（0.1ha 追加）。

平成 20 2008 書院・鎖之間庭園供用（0.1ha 追加）。

平成 22 2010 淑順門供用（0.1ha 追加）。

平成 25 2013 黄金御殿・寄満・近習詰所、奥書院供用。

平成 26 2014 奥書院庭園供用（0.1ha 追加）。

平成 27 2015 銭蔵跡、厩・係員詰所跡供用（0.3ha 追加）。

平成 28 2016 北城郭園路広場供用（0.4ha 追加）。

平成 30 2018 御内原エリア、東のアザナエリア、継
世門・美福門エリア供用（1.1ha 追加）。

※■赤：国が整備を実施　　■青：国以外が整備を実施

【首里城復元整備事業のあゆみ】
表 -1

県警通信司令課（110番）（位置情報を通知）

通報内容を、６つの中から選んで、ボタンを押下

緊急通報  人に危害が及んでいるところを発見 通報  不審者等を発見

県警通信司令課（110番）
（画像と位置情報を通知）

沖縄県における防犯機器
車載タクシー（タクパト）の

導入について 【総務部】

タ
ク
パ
ト
に
つ
い
て

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
県

に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に「
沖
縄・

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
に
よ
る

緊
急
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
青
パ
ト
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
般
、
沖
縄
県
に
お
け

る
犯
罪
抑
止
対
策
の
新
た
な
取
組
と

し
て
、
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
及
び
沖
縄
県

警
の
協
力
の
も
と
、
防
犯
機
器
車
載

タ
ク
シ
ー
（
通
称
：
タ
ク
パ
ト
）
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
タ
ク
パ
ト
は
、
県
内
を
走
行
す
る

タ
ク
シ
ー
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

や
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
、

走
行
中
に
事
件
・
事
故
に
遭
遇
し
た

際
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
ワ
ン

タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
画
像
や
位
置
情

報
を
県
警
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
走
行
中
の
タ
ク
シ
ー

か
ら
車
載
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

事
件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化
を
図

る
取
組
は
、
全
国
で
初
め
て
で
す
。

効
果

　
タ
ク
パ
ト
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、左
記
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

●
事
件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化

　
走
行
中
の
タ
ク
シ
ー
が
不
審
者
な

ど
を
発
見
し
た
際
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

位
置
情
報
な
ど
を
通
報
す
る
こ
と
が

で
き
、
事
件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速

化
が
図
れ
ま
す
。

●
犯
罪
抑
止
効
果

　
タ
ク
パ
ト
の
取
組
に
つ
い
て
、
広

く
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
タ
ク

シ
ー
が
事
件
・
事
故
を
見
て
い
る
」

こ
と
で
犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

●
事
件
捜
査
に
寄
与

　
最
近
の
事
件
捜
査
に
お
い
て
、
防

犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
画
像
が
事
件
解
決

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
タ
ク
パ
ト
の
画
像
を
県
警
に
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
件
捜
査
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
約
４
０
０
台
の
タ
ク
シ
ー

で
、
沖
縄
本
島
中
南
部
地
域
を
中
心

に
試
験
的
に
運
用
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
増
車
し
て
、
先
島
地
域
を
含

む
沖
縄
県
全
域
に
拡
大
し
て
運
用
す

る
予
定
で
す
。

　
当
局
で
は
、
引
き
続
き
、
沖
縄
県

に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
部　

安
心
・
安
全
対
策
推
進
官

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
０
０
６
６

平成30年8月29日　能登局長、東江ハイヤー・タク
シー協会会長挨拶の下、出発式を行いました。

タクパト出発式

通報の
　流れ
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NO.2

管内経済情勢報告（平成31年1月）
〜管内経済は、拡大している〜

【 財 務 部 】

　百貨店・スーパー販売額は、新規出店効果などから前年を上回っている。コンビニエンスストア販売額は、新
規出店効果のほか、米飯類や飲料が堅調なことなどから前年を上回っている。ドラッグストア販売額は、医薬品や
化粧品などが好調であることから前年を上回っている。新車販売台数は、新型車効果などから前年を上回ってい
る。中古車販売台数は、販売促進効果などから前年を上回っている。家電販売額は、４Ｋテレビなどが好調である
ことから前年を上回っている。このように、個人消費は拡大している。

　入域観光客数は、国内客が個人旅行需要や一般団体旅行などの団体需要により増加しており、外国客はクルー
ズ船の寄港数は減少したものの、航空路線拡充などにより増加している。ホテルの客室単価は前年と同水準となっ
ており、客室稼働率は前年を上回っている。このように、観光は拡大している。

　有効求人倍率は高水準で推移している。新規求人数、新規求職者数（新規求職申込件数）ともに前年を下回って
いる。雇用保険受給者実人員は前年を下回っている。このように、雇用情勢は改善している。

（判断の要点）
　個人消費は、百貨店・スーパーの販売額が前年を上回っているほか、コンビニエンスストアの販売額も堅調に
推移するなど、拡大している。観光は、入域観光客数が増加するなど、拡大している。雇用情勢は、有効求人
倍率が高水準で推移しているなど、改善している。

　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、沖縄振興策などを背景として景気が拡大し
ていくことが期待される。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外景気の下振れリス
ク、為替、労働力需給の動向などについて留意する必要がある。

先行き

前回（30年10月判断） 今回（31年１月判断） 前 回 比 較

拡大している 拡大している
（注）31年１月判断は、前回30年10月判断以降、31年１月に入ってからの足下の状況までを含めた期間で判断している。

前回（30年10月判断） 今回（31年１月判断） 前 回 比 較

拡大している 拡大している

前回（30年10月判断） 今回（31年１月判断） 前 回 比 較

拡大のテンポが
緩やかになっている 拡大している

前回（30年10月判断） 今回（31年１月判断） 前 回 比 較

改善している 改善している

【総括判断】

個人消費

観　光

雇用情勢

「30年度は前年度を上回る見込み」（全産業）「法人企業景気予測調査」30年10－12月期
○製造業は、窯業・土石などで減少するものの、食料品などで増加することから、全体では前年度を

24.2％上回る見込みとなっている。
○非製造業は、運輸・郵便、卸売・小売などで減少するものの、サービスなどで増加することから、全

体では前年度を1.9％上回る見込みとなっている。
設備投資

「現状判断は「上昇」超幅が拡大、先行きは「上昇」超幅が拡大後、「上昇」と「下降」の均衡となる見通し」
（全産業）「法人企業景気予測調査」30年10－12月期

○企業の景況判断ＢＳＩは、全産業では、「上昇」超幅が拡大している。先行きは、「上昇」超幅が拡
大後、「上昇」と「下降」の均衡となる見通しとなっている。

企業の景況感

「前年を下回っている」
○公共工事前払金保証請負額（30年４～ 12月累計）は、前年を下回っている。公共事業

「30年度は減益見込み」（全産業）「法人企業景気予測調査」30年10－12月期
○製造業では、窯業・土石などが減益となることから、全体で15.7％の減益見込みとなっている。
○非製造業では、情報通信などが増益となるものの、運輸・郵便、卸売・小売などが減益となることか

ら、全体で4.1％の減益見込みとなっている。
企業収益

「前年を下回っている」
○新設住宅着工戸数は、貸家で前年を上回っているものの、持家、分譲で前年を下回っていることか

ら、全体では前年を下回っている。
住宅建設

「緩やかな持ち直しの動きに足踏みがみられる」
○金属製品は前年を上回っているものの、食料品、窯業・土石、化学・石油製品は前年を下回っている。こ

のように、生産活動は緩やかな持ち直しの動きに足踏みがみられる。
生産活動

【その他の項目の判断】

【各項目の判断】
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百貨店・スーパー販売額及びドラッグストア販売額：経済産業省、沖縄総合事務局、新車登録・届出台数：沖縄県自動車販売協会　
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（資料）　沖縄労働局

（資料）　沖縄県　（資料）　沖縄県

（資料）　有効求人倍率：沖縄労働局、完全失業率：沖縄県
 （注）　  完全失業率の四半期は原数値。

（資料）
（注 1）
（注 2）

○百貨店・スーパー販売額、ドラッグストア販売額、新車登録・届出台数（前年比）

○入域観光客数

○有効求人倍率及び完全失業率

○国内・外国観光客割合（30年1月〜30年12月）

○新規求人数（前年比）
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1－3
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29.
1-3
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1－34-6 10－127－9 4－6 7－9（9-11） 29/12 230/1 3 4 65 7 8 9 10 11
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NO.5

NO.4

笹本財務部長と下地宮古島市長との調印式の様子

講師の武田係長

総合庁舎の完成イメージ（宮古島市提供資料）

講義の様子

【講師のケイスリー(株)幸地代表】

【導入可能性のある分野】

【プラットフォームの様子】

【質疑応答の様子】

NO.3

日

本

導入
済み

がん健診
受診率
向上

糖尿病
重症化
予防

実証事業
実施

若年就労
支援

認知症・
介護予防 児童養護

検討中 薬剤処方
適正化

シングル
マザー

起業支援
文化芸術、
PFI 関連等

海

外
その他

実施分野
受刑者

再犯防止
依存症

克服支援
（酒・薬物等）

幼児教育
等

※その他様々な分野に応用可能

　

１
月
24
日
、
財
務
省
主
計
局
調
査
課
武

田
係
長
を
講
師
と
し
て
招
き
、
琉
球
大
学

に
お
い
て
、「
日
本
の
財
政
の
現
状
と
課

題
」
に
つ
い
て
の
特
別
講
義
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
約
80
名
の
学
生
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
講
義
で
は
、「
財
政
が
悪

化
し
た
原
因
」
や
「
沖
縄
県
の
財
政
力
指

数
」
に
つ
い
て
、
講
師
か
ら
学
生
へ
質
問

す
る
場
面
が
あ
り
、
学
生
も
積
極
的
に
講

義
に
参
加
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
財
政
悪
化
の
主
な
原
因
は
、
高
齢
化

に
よ
っ
て
増
加
し
た
社
会
保
障
給
付
費
と

社
会
保
険
料
収
入
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

保
障
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
10
月
に
控
え

た
消
費
税
率
引
上
げ
の
背
景
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
で
負
担
を

分
か
ち
あ
い
賄
う
必
要
が
あ
る
と
の
説
明

に
、
学
生
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
12
月
25
日
、
宮
古
島
市
か

ら
、
宮
古
島
市
総
合
庁
舎
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
敷
地
と
し
て
要
望
の
あ
っ
た
国
有
地

（
約
三
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）に
つ
い

て
、
宮
古
島
市
と
宮
古
財
務
出
張
所
に
お

い
て
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
下
地
市
長
か
ら
「
総

合
庁
舎
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
」、
笹
本
部
長
か
ら
「
今
後
も
市
と
連

携
を
密
に
し
て
国
有
地
の
利
活
用
を
通
し

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
財
政
状
況
の

悪
化
に
は
危
機
感

を
持
っ
た
が
、
財

政
を
よ
く
す
る
た

め
の
取
組
を
聞
い

て
、
前
向
き
に
な
っ

た
」「
消
費
税
率
引

上
げ
の
認
識
が
変

わ
り
、
理
解
が
深

ま
っ
た
」「
こ
れ
か

ら
の
未
来
の
た
め

に
、
若
者
が
も
っ

と
声
を
あ
げ
て
い

く
必
要
性
を
感
じ

た
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
務
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
財
政
や
経
済

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
特
別
講
義
や
講
演
会
な
ど
を
積
極
的

に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
講
師
派
遣
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
財
務
課
広
報
担
当
ま
で
ご
相
談

下
さ
い
。

　

財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
０
０
９
１

　

総
合
庁
舎
は
平
成
31
年
4
月
に
建
設

工
事
が
着
工
さ
れ
、
2
0
2
1
年
4
月

に
開
庁
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
部
は
、
今
後
も
引
き
続
き
自
治
体

な
ど
と
連
携
を
密
に
し
て
、
国
有
・
公

有
財
産
の
最
適
な
利
活
用
を
図
る
、
い

わ
ゆ
る
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
よ

り
、
地
域
の
課
題
へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く

り
の
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
1

【
財
務
部
】

財
務
省
職
員
が
大
学
生
に

　
日
本
の
財
政
に
つ
い
て
解
説

～
日
本
の
財
政
の
現
状
と
課
題
～

【
財
務
部
】

宮
古
島
市
と

　
国
有
地
売
買
契
約
を
締
結

～
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　
宮
古
島
市
～

社会保障関係費の増加により財政がひっ迫している地方公共団体への支援などを目的に、
ＳＩＢ沖縄セミナーを開催（31年2月1日）、今後の成果連動型事業推進のためのプラット
フォームを設置しました。

子どもの貧困などの社会的課題に
「成果連動型事業」を通じて官民連携で取り組む

-ＳＩＢ沖縄セミナーを開催、沖縄県成果連動型事業推進プラットフォームの設置-

【財務部・経済産業部】

　

地
方
公
共
団
体
は
、
国
か
ら
長

期
・
低
利
の
資
金（
財
政
融
資
資

金
）を
借
り
入
れ
て
お
り
、
財
務

部
は
、
貸
し
手
と
し
て
地
公
体
の

財
務
内
容
を
把
握
し
、
財
務
健
全

化
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、

多
く
の
地
公
体
か
ら
、
国
保
の
赤

字
や
扶
助
費
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
社

会
保
障
関
係
費
の
増
加
に
よ
り
財

政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
の
声
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
課
題
へ
の

処
方
箋
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）

な
ど
の
成
果
連
動
型
事
業
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
展
開
に

結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
当

局
経
済
産
業
部
と
共
催
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
地
公
体（
1
県

７
市
4
町
村
48
名
）の
ほ
か
、
資

金
の
出
し
手
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
金
融
機
関（
8
機
関
17

名
）、
そ
の
他（
6
名
）な
ど
、
多
く

の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル・イ
ン
パ
ク
ト・

ボ
ン
ド（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）と
は

　

Ｓ
Ｉ
Ｂ
は
、
民
間
に
委
託
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
成
果
目
標
を

定
め
、
目
標
を
達
成
し
た
場
合
に
、

事
業
者
や
資
金
を
拠
出
し
た
投
資

家
に
リ
タ
ー
ン
が
支
払
わ
れ
る
官

民
連
携
の
手
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

行
政
機
関
と
し
て
は
、
社
会
的
課

題
の
解
決
と
財
政
の
抑
制
を
同
時

に
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
民
間
企
業
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
、
市
民
に
も

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
好
循
環
が
期
待
さ
れ
る
取

組
み
で
す
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年

6
月
15
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
」
に

お
い
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
含
む
成
果
連

動
型
の
民
間
委
託
を
国
と
し
て
推

進
し
て
い
く
旨
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
八
王
子
市
の
大
腸
が
ん
検
診

受
診
率
向
上
の
成
果
事
例
な
ど
が

出
て
来
て
い
ま
す
。

第一部　
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
含
む

成
果
連
動
型
事
業
の
周
知

　

セ
ミ
ナ
ー
第
一
部
で
は
、
ま
ず
、

経
済
産
業
省
な
ど
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
支
援

事
業
な
ど
で
中
心
的
に
関
わ
っ
て

い
る
ケ
イ
ス
リ
ー
㈱
の
幸
地
代
表

か
ら
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
仕
組
み
や
具
体

的
な
成
果
事
例
を
中
心
に
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
続
い
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
八
王
子

市
な
ど
の
担
当
者
や
事
業
者
の
生

の
声
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、「
沖
縄
で

Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
行
う
場
合
、
資
金
提
供

者
が
探
せ
る
の
か
」、「
沖
縄
の
社

会
的
課
題
で
あ
る
貧
困
問
題
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
手
法
を
使
う
と

す
れ
ば
、
ど
う
い
う
や
り
方
が
考

え
ら
れ
る
か
」
な
ど
の
多
く
の
ご

質
問
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

第
二
部　
沖
縄
県
成
果
連
動
型
事
業

推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
置

　

第
二
部
で
は
、
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
次
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
成
果
連
動
型
事
業
に
関
心
を

寄
せ
る
地
公
体
を
中
心
に
、
当
局

財
務
部
及
び
経
済
産
業
部
と
ケ
イ

ス
リ
ー
㈱
の
幸
地
代
表
に
お
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で

は
、ま
ず
、今

後
の
成
果
連

動
型
事
業
の

組
成
支
援
な

ど
の
枠
組
み

と
し
て
「
沖

縄
県
成
果
連

動
型
事
業
推

進
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を

中
心
に
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、引

き
続
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
公
体
の
置

か
れ
て
い
る
課
題
や
取
組
状
況
の

紹
介
、
成
果
連
動
型
業
務
委
託
へ

の
期
待
・
要
望
の
ほ
か
、幸
地
代
表

か
ら
は
、具
体
的
に
事
業
を
進
め
る

う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
参
加
者
か
ら

は
、「
得
ら
れ
た
情
報
は
庁
内
関
係

各
署
へ
還
元
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
ほ
か
、
次
回
の
会
議
へ
の
期
待
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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企業ブースで健康管理の最新技術を体験

パネルディスカッションの様子

経済産業省ヘルスケア産業課
西川和見課長の講演

NPO法人健康経営研究会
岡田邦夫理事長の講演

NO.8

NO.7

NO.6

セミナーの様子　於：沖縄県自治会館

情報交換会の様子

２０１９沖縄健康サミット～沖縄の「健康経営」を考える～を開催しました

沖縄スポーツ・ヘルスケア産業
クラスター推進協議会

【経産部】

　

平
成
31
年
１
月
21
日
、
当
局
及

び
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
「
２
０
１
９
沖
縄
健

康
サ
ミ
ッ
ト
～
沖
縄
の
『
健
康
経

営
』
を
考
え
る
～
」
が
、
那
覇
第

2
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
「
沖
縄
健

康
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
経
営
戦
略

の
視
点
か
ら
従
業
員
と
家
族
の
健

康
増
進
や
職
場
環
境
の
改
善
を
図

る
こ
と
で
、
個
人
・
組
織
の
生
産

性
や
企
業
価
値
の
向
上
に
繋
げ
る

「
健
康
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
、
国

の
施
策
や
方
向
性
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
県
内
外
で
の
実
施
事
例

を
踏
ま
え
、
沖
縄
に
お
け
る
「
健

康
経
営
」
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

い
、
取
り
組
む
の
か
、
さ
ら
に
は

沖
縄
の
健
康
長
寿
実
現
の
た
め
に

ど
う
行
動
す
べ
き
な
の
か
、
参
加

者
の
皆
様
と
と
も
に
議
論
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
経
済
産
業
省
ヘ

ル
ス
ケ
ア
産
業
課
・
西
川
課
長
と

N
P
O
法
人
健
康
経
営
研
究
会
・

岡
田
理
事
長
を
お
迎
え
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
川
課
長
に

は
、「
健
康
経
営
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
の
進

展
や
生
涯
現
役
社
会
に
向
け
た
方

向
性
、「
健
康
経
営
」
の
広
が
り

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
岡
田
理
事
長
に
は
、「
こ

れ
な
ら
で
き
る
健
康
経
営
」
と
題

し
、
な
ぜ
、
今
、
健
康
経
営
な
の

か
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
手
不
足
や
労
働
者
の
健
康
問

題
・
労
働
災
害
な
ど
企
業
が
抱
え

る
課
題
に
触
れ
な
が
ら
、
経
営
者

の
決
断
の
重
要
性
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
健
康
経

営
の
取
組
は
、
企
業
が
抱
え
る
将

来
的
な
リ
ス
ク
の
回
避
に
も
繋
が

る
の
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践

し
て
欲
し
い
」
と
の
講
師
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
対
し
、
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
運

営
会
議
委
員
で
も
あ
る

髙
﨑
尚
樹
氏（
株
式
会

社
ル
ネ
サ
ン
ス
取
締
役

専
務
執
行
役
員
）を
モ

デ
レ
ー
タ
に
迎
え
、
沖

縄
労
働
局
、
株
式
会
社

沖
縄
銀
行
、
沖
縄
セ
ル

ラ
ー
電
話
株
式
会
社
、

沖
縄
ト
ラ
ン
ス
オ
ー

シ
ャ
ン
航
空
株
式
会
社

の
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
様
か

ら
「
健
康
経
営
」
の
実
践
事
例
を

ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
沖
縄

県
内
の
行
政
機
関
や
企
業
が
自
ら

の
コ
ト
と
し
て
「
健
康
経
営
」
に

取
り
組
む
具
体
的
な
方
法
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し

た
。

　

沖
縄
健
康
サ
ミ
ッ
ト
の
併
設

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「
ス
ポ
ク
ラ
M
e
e
t
U
P
！
」

で
は
、「
健
康
経
営
」
に
も
つ
な
が

る
「
ス
ポ
ー
ツ
×
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
し
て

い
る
企
業
な
ど
の
皆
様
か
ら
の
Ｐ

Ｒ
、
名
刺
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
イ
ベ
ン
ト
に
は
13
機
関
が

Ｐ
Ｒ
発
表
し
、
今
後
の
事
業
展
開

や
新
た
な
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
で

は
、
沖
縄
に
お
け
る
「
健
康
経

営
」
の
普
及
・
啓
発
、
ス
ポ
ー

ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
基
軸
と
し
た

新
事
業
の
創
出
、
産
業
振
興
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

経
済
産
業
部
企
画
振
興
課

　
　

担
当
：
大
城
、
仲
西
、
波
照
間
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沖縄県貿易協会ホームページから
https://okinawa-trade.or.jp/

　
平
成
30
年
12
月
21
日
に
、
中
小
企
業
へ

の
資
金
供
給
の
円
滑
化
に
つ
い
て
「
借
り

手
」
と
「
貸
し
手
」
の
公
正
か
つ
的
確
な

意
思
疎
通
を
図
る
と
の
趣
旨
で
、
第
29
回

沖
縄
地
域
融
資
動
向
に
関
す
る
情
報
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
情
報
交
換
会
は
金
融
、
経
済
産
業
の
当

局
と
、
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企
業
、

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
団
体
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
財
務
部
金
融
監
督
課
か
ら

「
金
融
行
政
方
針
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
経
済
産
業
部
中
小
企
業
課
よ
り

「
平
成
31
年
度
中
小
企
業
関
係
概
算
要

求
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
金
融
機
関
及
び
各
支
援
団
体

か
ら
、
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
の
動

向
や
、
融
資
・
保
証
の
動
向
、
苦
情
相
談

の
受
付
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
適
切

か
つ
積
極
的
な
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に

つ
い
て
、「
借
り
手
」
と
「
貸
し
手
」
双

方
の
立
場
か
ら
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

財
務
部
金
融
監
督
課
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経
済
産
業
部
】

沖
縄
県
貿
易
協
会
×

　
I
C
L
T
コ
ラ
ボ
セ
ミ
ナ
ー

～
ア
ジ
ア
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
沖
縄
経
済
発
展
の
可
能
性
を
探
る
～

【
財
務
部
】

第
29
回
沖
縄
地
域
融
資
動
向
に
関
す
る

　
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
を
拠
点

に
し
た
海
外
展
開
を
促
進
す
る
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
最
適
化
を
目
指
す
貿
易
人
材
育
成
事

業
を
沖
縄
県
貿
易
協
会
※
１
に
委
託
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
I
C
L
T
※
2

が
沖
縄
で
開

催
さ
れ
る
機
会
に
平
成
30
年
11
月
に
同
協

会
と
共
催
し
て
人
材
育
成
事
業
に
参
加
し

て
い
る
企
業
な
ど
約
90
名
余
が
参
加
す
る

コ
ラ
ボ
セ
ミ
ナ
ー
を
那
覇
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

流
通
科
学
大
学
の
森
隆
行
教
授
は
、

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
系
企
業
の
進
出
に

つ
い
て
」
そ
の
他
、
九
州
大
学
、
琉
球
大

学
、
タ
イ
王
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各

大
学
の
教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野

に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
台
湾
に
お
け
る
食
文
化
の
違
い
や
様
々

な
物
流
事
情
な
ど
日
本（
沖
縄
）発
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
食
品
流
通
の
現
状
や
課
題
、

今
後
の
可
能
性
、
日
本
企
業
の
進
出
状
況

な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
、

チ
ャ
ン
ス
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展
開
が

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
の
ご

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
※
１ 

沖
縄
県
貿
易
協
会（
会
長
：
新
垣

旬
子
［（
株
）新
垣
通
商
代
表
］）は
、
貿
易

に
関
連
す
る
国
内
外
の
事
業
者
を
繋
ぐ
と

と
も
に
、
人
材
育
成
事
業
、
海
外
市
場
視

察
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　　
※
２ IC

LT

（International C
on-　

ference on Logistics&
 Transport

）

物
流
・
輸
送
に
関
す
る
国
際
会
議
。
物
流

を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
な
ど
が
定
期
的

に
会
合
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
部 

商
務
通
商
課
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働き方改革・生産性向上のための
施策ガイドブック

NO.10 NO.9平成31年4月から、働き方が変わります！本フェスティバルは、地産地消をテーマに県産農林水産物・加工食品の魅力を
発信するイベントで、今年で１４回目の開催です。

働き方改革・生産性向上
推進運動だより

おきなわ花と食の
フェスティバル２０１９

「沖縄県農林漁業賞」、「沖縄、ふるさと百選」、「園芸フェア品評会・表彰式」
【農水部】

働
き
方
が
変
わ
り
ま
す
！

　
働
き
方
改
革
関
連
法
が
平
成
３
１
年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
、
年

次
有
給
休
暇
の
付
与
義
務
や
、時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入
な
ど
、

中
小
企
業
に
も
働
き
方
に
関
す
る
新
た
な
制
度
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
働
き
方
改
革
の
実
現
に
は
、
生
産
性
の
向
上
が
必
要
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
の
労
働
生
産
性
は
全
産
業
計
で
全
国
最
下
位
と

な
っ
て
お
り
（「
平
成
２
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
・
事
業
所
等

に
関
す
る
集
計
」）、
全
国
平
均
の
約
７
割
程
度
の
水
準
で
す
。
そ
の
た

め
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、「
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
推
進
運
動
」

を
通
じ
て
、
沖
縄
県
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
、
働
き
方
改

革
・
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
今
年
は
１
月
26
日
、
27
日
に
奥
武
山
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
鮮
な
農
産
物

の
特
価
販
売
や
品
評
会
、
県
産
食
材
を
使
っ

た
加
工
品
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
「
島

ふ
～
ど
グ
ラ
ン
プ
リ
」、
各
種
体
験
教
室
な

ど
多
く
の
催
し
物
が
行
わ
れ
、
両
日
で
約

13
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

各
種
表
彰
式

○「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」、

　
　「
沖
縄
、
ふ
る
さ
と
百
選
」

　

農
林
漁
業
の
経
営
改
善
や
技
術
の
近
代
化

等
で
功
績
が
あ
っ
た
農
林
漁
業
者
や
団
体
を
選

ぶ
「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」
の
表
彰
式
と
、
農

林
水
産
業
と
関
わ
り
を
も
ち
、
地
域
が
誇
れ
る

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
を
認
定
す
る
「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」

の
認
定
式
が
行
わ
れ
、
当
局
か
ら
は
仲
程
次

長
が
出
席
し
、
局
長
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

○
園
芸
フ
ェ
ア
、品
評
会
な
ど

　
園
芸
フ
ェ
ア
で
は
、
花
き
品
評
会
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、野
菜
品
評
会
、

果
樹
品
評
会
、
マ
ン
ゴ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
、
野

菜
・
花
き
産
地
活
動
、
園
芸
拠
点
産
地
の
７

部
門
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
花
き
・
野
菜
品
評
会
で
は
、
高
い
栽
培
技

術
を
持
つ
生
産
者
に
対
し
て
農
林
水
産
大
臣

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
局
か
ら
は
、
田
中
農
林
水
部
長
が
出
席

し
、
祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
表
彰
状
を

授
与
し
ま
し
た
。

　
　

農
林
水
産
部
生
産
振
興
課
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沖
縄
働
き
方
改
革・生
産
性
向
上
推
進
協
議
会
の
開
催

　

平
成
30
年
12
月
25
日
（
火
）

に
、
第
一
回
沖
縄
働
き
方
改

革
・
生
産
性
向
上
推
進
協
議
会

が
那
覇
第
二
地
方
合
同
庁
舎

一
号
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

能
登　

靖　

沖
縄
総
合
事
務

局
長
が
出
席
し
、
働
き
方
改

革
・
生
産
性
向
上
推
進
運
動

を
、
協
議
会
と
し
て
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、
政
労
使

22
機
関
に
よ
る
働
き
方
改
革
・

生
産
性
向
上
に
向
け
た
共
同

宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

活
用
し
よ
う
！
施
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
「
人
材
の
定
着
の
た
め
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
た
い
が
、
ど
う
進

め
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
業
務
を
効
率
化
し
生
産
性
向
上
を
図
り

た
い
」。
そ
ん
な
沖
縄
県
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た
め
に
、

働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
国
や
沖
縄
県
、
支
援
機
関
の
施
策

を
一
冊
に
ま
と
め
た
「
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
施
策
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
沖
縄
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
就
業
規
則
の
作

成
方
法
や
賃
金
規
定
の
見
直
し
な
ど
、
無
料
で
相
談
や
派
遣
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、老
朽
化
し
た
設
備
を
更
新
し
省
力
化
を
図
る
際
、

設
備
取
得
に
係
る
税
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
先

沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
中
小
企
業
課
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鶴
見
、
宮
里

【お知らせ】沖縄県の最低賃金について
沖縄県地域別最低賃金が、平成30年10月
3日から時間額762円に改正されました

第１回沖縄働き方改革・生産性向上推進協議会

農家が丹精込めて生産した花などが所せましと
並ぶ園芸フェア会場

祝辞を述べる
仲程倫由沖縄総合事務局次長

○沖縄県農林漁業賞受賞者
部門 受賞者名 市町村 主な品目
農産 渡久山　毅 宮古島市 さとうきび

園芸

平良　邦夫 ・ 平良　たま子 石垣市 パインアップル
石垣島果樹生産出荷組合 石垣市 マンゴー
國仲　和男 宮古島市 かぼちゃ、ゴーヤー、さやいんげん
神里　賢 糸満市 小ギク
新垣　勝信 うるま市 洋ラン

畜産 JA石垣牛肥育部会 石垣市 肉用牛肥育
土地改良 豊見城市饒波地域資源保全の会 豊見城市 農業農村整備事業の推進と管理
林業 与儀　昌樹 宮古島市 木工製品の製作販売
漁業 渡名喜　盛二 久米島町 モズク養殖業、パヤオ漁業

農山漁村
活性化

津嘉山　千代 宮古島市 農産物(野菜)の生産、加工品づくり
やんばる朝市かあちゃんの会 名護市 朝市会の開催などによる地産地消

○「沖縄、ふるさと百選」認定団体
部門 団体名 市町村 認定名

集落

米須自治会 糸満市 「もの・こと・ひと」が融和したふるさとづくり

喜屋武自治会 糸満市 伝統文化を次世代へ繋ぐふるさとづくり

伊良皆自治会 読谷村 「伊良皆アシビで思いを繋ぐ」ふるさとづくり

いけま福祉支援センター 宮古島市 アマイ・ウムクトゥを学び活かしたふるさとづくり

生産
恩納村農山漁村生活研究会 恩納村 地産地消促進・食文化継承・生きがい探し

のふるさとづくり
JA沖縄ゆんた支店女性部 読谷村 規格外野菜を使ってふるさとづくり

○園芸フェア品評会等受賞者（一部ご紹介）
部門 賞 受賞者名 品目名

花き
農林水産大臣賞 並里　拓実 小ぎく
農林水産省生産局長賞 吉永　幸夫 タニワタリ
沖縄総合事務局長賞 島袋　勉 スプレーギク

フラワーデザイン 沖縄総合事務局長賞 宮良　友綺 ブライダル部門

野菜

農林水産大臣賞 平仲　健 さやいんげん（関東）
農林水産省生産局長賞 比嘉　広文 ミニトマト
沖縄総合事務局長賞 池間　一男 とうがん
沖縄総合事務局農林水産部長賞 新垣　直也 トマト

果樹
農林水産省生産局長賞 宮城　調義 タンカン
沖縄総合事務局長賞 照屋　正和 フルーツシークヮーサー
沖縄総合事務局農林水産部長賞 宮城　俊次　 タンカン

マンゴーコンテスト 沖縄総合事務局農林水産部長賞 外間　順子 マンゴー

【経済産業部】

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→
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NO.13

NO.12

NO.11

　
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
28
年
１
月
の
長

野
県
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
を
受
け
、
貸

切
バ
ス
事
業
者
へ
の
監
査
方
針
と
行
政
処
分

基
準
に
関
す
る
通
達
な
ど
を
改
正
し
、
処
分

基
準
を
大
幅
に
強
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
、
バ
ス
な
ど
事
業
用
自
動

車
運
転
者
の
意
識
喪
失
な
ど
に
よ
る
健
康

起
因
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
省
は
、
自
動
車
運
送
事
業
者

の
事
業
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
健
康
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
活
用
し
た
運
転
者
の

健
康
管
理
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
通
達
を
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

対
策
に
関
し
、
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

運
輸
部
で
は
、
一
般
臨
店
監
査
の
ほ

か
、
運
転
者
の
健
康
状
態
、
点
呼
の
実
施

状
況
な
ど
輸
送
の
安
全
確
保
の
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
今
年
度
も
Ｇ
Ｗ
及
び
年
末

年
始
を
集
中
期
間
と
定
め
、
街
頭
監
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

街
頭
監
査
の
結
果
、
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
未
実
施
、
運
行
指
示
書
の
記

載
事
項
の
不
備
、
車
体
表
示
な
し
な
ど
の

法
令
違
反
が
確
認
さ
れ
、
改
善
指
導
及
び

指
摘
事
項
確
認
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
運
輸
部
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
一

般
臨
店
監
査
及
び
街
頭
監
査
を
通
し
て
安

心
・
安
全
な
貸
切
バ
ス
の
運
行
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

運
輸
部 

監
査
指
導
課

☎
0
9
8
ー
８
６
６
ー
１
８
３
７

【
運
輸
部
】

安
心・安
全
な
貸
切
バ
ス
の

　
　
　
　
運
行
の
実
現
に
向
け
て

【
運
輸
部
】

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が

　
改
正
さ
れ
ま
す

～
二
業
種
と
も
１
，３
０
０
円
引
き
上
げ
～

　
平
成
30
年
12
月
20
日
、
沖
縄
地
方
交
通

審
議
会
（
会
長 

宮
里 

猛
）
か
ら
沖
縄
総

合
事
務
局
長
（
能
登 

靖
）
に
対
し
て
「
沖

縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木
船
運
航
業
最

低
賃
金
」
及
び
「
沖
縄
海
上
旅
客
運
送
業

最
低
賃
金
」
の
改
正
に
関
す
る
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
官
報
公
示
が
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
答
申
ど
お
り

に
改
正
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

船
員
の
最
低
賃
金
は
、
最

低
賃
金
法
の
特
例
規
定
に
よ

り
、
業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交

通
大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長

な
ど
に
よ
り
月
額
で
決
定
さ

れ
ま
す
が
、
沖
縄
管
内
で
は

「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び

木
船
運
航
業
」
及
び
「
沖
縄

海
上
旅
客
運
送
業
」
の
二
業

種
の
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

上
記
二
業
種
の
最
低
賃
金

は
、
職
員
（
船
長
や
機
関
長

な
ど
の
役
職
の
あ
る
者
）、
部

員
（
職
員
以
外
）
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
毎
に
最
低
賃
金
額
が

設
定
さ
れ
、
改
正
さ
れ
た
最

低
賃
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、
平

成
31
年
１
月
及
び
２
月
に
改
正
さ
れ
て
お

り
、
他
の
地
方
運
輸
局
に
お
い
て
も
同
様

に
年
度
内
に
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

運
輸
部 

船
舶
船
員
課

☎
0
9
8
ー
８
６
６
ー
１
８
３
８

当日は多くの方が参加しました講演会の様子街頭監査の様子②

街頭監査の様子①

　

Ｇ
Ａ
Ｐ（G

ood A
gricu

ltu
ral 

Practice=

農
業
生
産
工
程
管
理
）は
、

農
業
に
お
い
て
食
品
安
全
や
環
境
保

全
な
ど
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

た
め
の
取
組
で
、
今
後
、
輸
出
を
含

め
国
内
外
の
様
々
な
取
引
で
必
要
と

さ
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
体

制
の
充
実
、
流
通
・
小
売
な
ど
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
意
識
の
浸
透

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
が
、
平
成
30
年

12
月
３
日
に
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁

舎
１
号
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
講
演
会（
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及

推
進
に
向
け
た
講
演
会
及
び
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
価
値
を
共
有
す
る
フ
ー
ド
チ
ェ
ー

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
会
）」
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
生
産
者
、
実
需
者
、
教
育

関
係
者
、
行
政
機
関
な
ど
84
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
公
益
社
団
法
人
中

央
畜
産
会
か
ら
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組

を
パ
ソ
コ
ン
上
で
点
検
で
き
る
Ｇ
Ａ
Ｐ

取
得
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
総
合
研
究
所
か
ら
国
際

的
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
基
準
に
承
認
さ
れ

た
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
践
的
な
管

理
手
法
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
農
林
水
産

省
担
当
者
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
意
義
と
展
望
を
紹
介
し
た

あ
と
、
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
流
通
・
小

売
業
者
か
ら
み
た
消
費
者
の
動
向
や

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
価
値
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入

を
考
え
た
い
」、「
取
引
先
の
拡
大
に

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
必
要
」、「
小
売
業
者
の
話

が
聞
け
て
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
普
及
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
部
生
産
振
興
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
6
5
3

農業の持続可能性を確保するための
取組であるＧＡＰを正しく知ってもらい、
普及につなげよう！

【農林水産部】

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【改正予定】

業　種　別 職　種　等 最低賃金額 引き上げ額
（増加率）

沖縄内航鋼船
運航業及び
木船運航業

職 員

月　額 248,450 円 1,300 円
（0.53％）

月　額
（ただし、船舶職員養成施設のうち
特定の養成施設の課程を修了した
後の勤務期間が、当該課程ごとに
定める期間に満たない者）＊

232,000 円 1,300 円
（0.56％）

部 員
月　額（海上経歴３年以上） 189,850 円 1,300 円

（0.69％）

月　額（海上経歴３年未満） 180,550 円 1,300 円
（0.73％）

沖縄海上旅客
運送業

職 員 月　額 245,350 円 1,300 円
（0.53％）

部 員 月　額 183,900 円 1,300 円
（0.71％）

○上記の業種に適用する船舶の範囲（適用地域：沖縄総合事務局管内）
１　沖縄内航鋼船運航業及び木船運航業
　　国内各港間のみを航海する船舶のうち、平水区域を航行する船舶、沿海区域を航行区域とする総
　　トン数１００トン未満の鋼船、木船の船舶所有者
２　沖縄海上旅客運送業
　　旅客運送の用に供する船舶のうち、平水区域を航行区域とする船舶、沿海区域を航行区域とする総
　　トン数１００トン未満の船舶、１００トン以上の船舶でその航行区域が平水区域から当該船舶の最
　　大速力で２時間以内に往復できる区域内に限定されている（限定沿海区域）船舶の船舶所有者
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NO.15

NO.14

石垣港でのチラシ配布の様子
車海老養殖場（久米島） 南大東漁港（北大東地区）開港式

海ぶどう養殖施設（久米島） 大東糖業（株）工場（南大東島）

　

２
０
１
８
年
の
沖
縄
県
へ
の
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
は
、
５
２
８

回
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
と
比
較
し

て
も
那
覇
港
２
番
目（
２
４
３
回
）、

平
良
港
５
番
目（
１
４
３
回
）、
石
垣

港
９
番
目（
１
０
７
回
）と
な
っ
て
お

り
、
都
道
府
県
別
で
は
国
内
第
１
位

の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
ク
ル
ー
ズ
客
を
対
象
に
、

道
路
運
送
法
の
許
可
を
受
け
ず
自
家

用
車
で
旅
客
を
有
償
運
送
す
る
違
法
な
白
タ

ク
・
白
バ
ス
行
為
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
白

タ
ク
・
白
バ
ス
は
、
任
意
保
険
加
入
の
義
務

　
当
局
で
は
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
の
普
及
・
啓
発
、
浸
透
・
定
着
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
運
輸
事
業
者
の
安
全
担
当

者
を
対
象
と
し
た
「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１
月
28
日
、
29
日
に
当
局

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
運
輸
安
全
監
理

官
付　
大
江
主
任
運
輸
安
全
調
査
官
を
招
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
は
、
運
輸

事
業
者
が
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
安
全
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
国
が
評
価
し
て

更
な
る
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
18
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

制
度
で
す
。

　
１
日
目
は
、
事
業
者
に
お
け
る
安
全
管
理

体
制
の
構
築
・

改
善
に
係
る
取

り
組
み
の
ね
ら

い
と
そ
の
進
め

方
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の

説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、

事
故
の
再
発
防

止
・
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、

が
な
い
た
め
、
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
十
分

な
補
償
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
、

ま
た
、
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
安
易
に

利
用
し
て
し
ま
う
旅
行
者
も
い
ま
す
。　

　
そ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
海

外
の
旅
行
者
が
安
全
・
安
心
に
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
県
警
・
関
係
団
体
と

連
携
し
、
ツ
ア
ー
バ
ス
車
内
や
旅
行
者
へ
チ

ラ
シ
を
配
布
し
白
タ
ク
・
白
バ
ス
を
利
用
し

な
い
よ
う
11
月
下
旬
か
ら
12
月
中
旬
に
か
け

て
各
港
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
も
沖
縄
県
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船

寄
港
予
定
回
数
が
過
去
最
多
を
更
新
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
白
タ

ク
・
白
バ
ス
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

運
輸
部 

陸
上
交
通
課

☎
0
9
8
ー
８
６
６
ー
１
８
３
６

現
場
で
発
生
し
た
事
故
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

な
ど
の
情
報
を
収
集
・
活
用
し
、
対
策
を
講

じ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
リ
ス
ク
管

理
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
セ
ミ
ナ
ー
に
は
多
く
の
運
輸
事

業
者
が
参
加
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
理
解
出
来
な

か
っ
た
部
分
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
」

「
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
局
で
は
、
今
後
も
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
安
心
安
全
の
運

輸
業
界
の
発
展
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

運
輸
部 

総
務
運
航
課

☎
0
9
8
ー
８
６
６
ー
１
８
３
６

【
運
輸
部
】

白
タ
ク・白
バ
ス
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
那
覇
港
、平
良
港
、石
垣
港
）

【
運
輸
部
】

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た

白タク・白バス違法広報チラシ（英語・繁体
字・簡体字・韓国語の4言語を作成）

 琉球泡盛テロワールプロジェクト
～泡盛原料米の県内生産を推進～

 宮腰大臣の沖縄訪問

　沖縄の象徴的な文化の１つである琉球泡盛は、主にタイ
からの輸入米を用いて製造されていますが、今後、泡盛の
海外への輸出を進めていくためには、泡盛のブランド価値
を高め、その魅力を最大限にＰＲしていく、地域に根ざした
原料調達、いわゆる「テロワール」を実現することが極めて
重要な課題となっています。
 　このため、泡盛の原料となる長粒種米の沖縄県内での
生産を進めることを目的に、平成３１年１月２７日、沖縄総合
事務局において、県内の米産地の市町村長や生産者団体、
泡盛製造業者や行政関係者など約１３０名の参加を得て、

「琉球泡盛製造のための長粒種米の生産に係る説明会」を
開催しました。

　本説明会では、宮腰大臣から「琉球泡盛テロワールプロ
ジェクト」の立ち上げについて説明し、その後、農林水産省、
沖縄県などの担当者から長粒種米の試験栽培の取組状況
や長粒種米を栽培した場合の生産者の収入試算などについ
て説明がありました。
　参加者からは、原料米の栽培技術の確立、安定供給など
について意見がありました。
　今後は、プロジェクトチームにより、泡盛製造業者の需要
と生産者の供給をすり合わせるマッチングを行い、プロジェ
クトを進めていくこととしています。

　平成３１年１月２６日から２７日にかけ
て、宮腰沖縄担当大臣は沖縄本島と久米
島を訪問し、琉球泡盛製造のための長粒
種米の生産に係る説明会、琉球泡盛海
外輸出プロジェクト会合、首里城公園（御
内原地区など）開園記念式典に出席した
ほか、久米島の製糖工場や海洋深層水
関連施設などを視察しました。
　また２月２日から３日には、北大東島及
び南大東島を訪問し、南大東漁港（北大
東地区）開港式に出席したほか、さとうき
び圃場や水利施設、製糖工場、植物コンテ
ナ工場などを視察しました。
　なお、宮腰大臣は大臣就任以前も含め
て、通算１５回目となる南北大東島訪問と
なりました。

内閣府だより

☆「OKINAWA41」にご注目ください！☆
内閣府で運営しているウェブサイト「OKINAWA41」では、フォトコンテストや現地レポートなどで、沖縄の知られざる魅
力を発信しています。来たる３月２２日には、フォトコンテストなどの表彰式を東京にて開催予定です！

「OKINAWA41」へは右のＱＲコードか、ＵＲＬ（ https://www.okinawa41.go.jp/ ）からどうぞ。

沖縄の水田

琉球泡盛テロワールプロジェクトについて
説明する宮腰大臣

１月２６～２７日：
　沖縄本島・久米島訪問

２月２～３日：
　北大東島・南大東島訪問
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なかゆくい

　今回の交流を経て、東京都市大学付属中学校、今回参加した北部地域双方
の子どもたちから、「今回の経験を今後に生かしていきたい」との声が多く聞
こえました。また先生方からも「伊江島の方々の温かさに感動した。ぜひま
た伊江島に来たい」との声もありました。野球を続けていき、島の子どもたち
とまたどこかで巡り会うことができたら素晴らしいと思いますし、
また伊江島を訪れたときに、今回の経験を思い出してもらえたら
いいなと思います。
　今回は野球を通しての交流となりましたが、また違った形の
交流も北部振興事業現地支援チームでは応援していきたいと思います。

スケジュール
12/24　伊江島到着
12/25　島内観光、伊江中学校との交流試合
12/26　名護市・今帰仁村の中学生との合同練習、
　　　　交流会
12/27　伊江島出発

まとめ

 

い
め
ん
し
ょ
り
、伊
江
島
へ
！

東
京
都
市
大
学
付
属
中
学
校
硬
式
野
球
部
が

伊
江
島
に
や
っ
て
き
た
！

　東京都市大学付属中学校は東京都世田谷区にある
学校です。中学校に硬式野球部があり、ボーイズリー
グにも参加している数少ない学校でもあります。
　一方、伊江島は高校がない島で、子どもたちは中学
校卒業後、本島の高校に進学する「１５の島発ち」を
迎えます。高校でも野球を継続する子どもたちも多い
のですが、伊江島には硬式野球のチームはなく、硬
式球に触れる機会がほとんどありません。
　そこで今回、野球を通して伊江島をはじめとする北
部地域の中学生との交流を深めるために、東京都市
大学付属中学校硬式野球部が伊江島にやってきました。

伊江島到着！役場の方々がお出迎え！

総
務
部
北
部
振
興
事
業

　
現
地
支
援
チ
ー
ム
　
田
中 

康
智

なぜ東京都市大学
付属中学校が伊江島に？

交流試合には島袋伊江村長もかけつけ、
始球式を行っていただきました

交流試合。伊江村野球場は県内初の全面人工芝、
両翼100mの本格的な野球場です。試合は９－２
で伊江中学校の勝利！

村内観光、城山にも登りました。

26日は生憎の天候でしたが、多目的屋内練習場で充実した練習をすることができました

交流会。最初は緊張していましたが、
すぐに仲良くなりました！

伊江村イメージキャラクター「タッちゅん」
21 20




